











棟群の方が DVT 予防ガイドラインを知っていると回答した者，DVT 予防の術前訓練・術後の DVT
症状観察・術後の DVT 予防の患者指導を実施していると回答した者，統一した DVT 予防対策が行
われていると思うと回答した者が有意に少なかった。マニュアル導入後，B・C病棟群で上記項目に















































　DVT 予防マニュアル導入による看護師の DVT 予
防に関する看護行動の変化を明らかにする。





















で構成した質問紙を作成し（表 1 ）， 1 回目調査を施
























Q 2 ．DVT の予防ガイドラインがあることを知っていますか（ 1 回目調査のみ）
Q 3 ．DVT の発生リスクが高い患者様の特徴がわかりますか
Q 4 ．手術オリエンテーション時，DVT の原因，症状を患者様に説明をしていますか
Q 5 ．手術オリエンテーション時，DVT の予防法を患者様に説明していますか
Q 6 ．人工関節・脊椎手術の術前訓練でプレキシパルス装着・足趾足関節底背屈運動を行っていますか
Q 7 ．手術後，DVT 症状の観察を行っていますか
Q 8 ．手術後，DVT の予防法を患者様に指導していますか
















析した。 1 回目調査結果を表3に， 2 回目調査結果を
表4に示す。
　調査結果を 2 群間でχ2 検定したところ， 1 回目調

















臨床経験年数 13.13年（7.76） 10.35（7.52） 0.0678
整形経験年数 10.57年（5.56） 6.56（5.52） 0.0041（＊）
＊p <0.05











































































































であった。 2 回目調査結果では 2 群間に有意差を認め
なかった。
　 1 回目調査で有意差を認めた 5 項目について，B・
C病棟群の 1 回目と 2 回目の結果を図 1 に示し，以
































































































































はい いいえ はい いいえ 未記入 はい いいえ 未記入 はい いいえ 未記入 はい いいえ 未記入
Q2(n=38) Q6(n=38) Q7(n=38) Q8(n=38) Q9(n=38)
1回目（導入前） 2回目（導入後）
 












1 人に減少した。2 回目調査で未記入が 1 人であった。
「Q7．手術後 DVT 症状の観察を行っていますか」で
は，「はい」が26人から38人に増加し，「いいえ」は 9
人から 0 人に減少した。 1 回目調査で未記入が 3 人で
あった。「Q8．手術後 DVT の予防法を患者様に説明
していますか」では，「はい」が27人から38人に増加し，
「いいえ」は10人から 0 人に減少した。 1 回目調査で
未記入が 1 人であった。「Q9．DVT/PE 予防に対し
て看護師間で統一した予防方法が行われていると思い
ますか」では，「はい」が 2 人から35人に増加し，「い





差を認めたが，DVT 予防マニュアル導入後の 2 回目
調査では有意差を認めなくなった。さらに，B・C病
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CHANGES IN NURSING ACTIONS CAUSED BY THE 
INTRODUCTION OF A MANUAL FOR DEEP VENOUS 
THROMBOSIS (DVT) PREVENTION
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Abstract: The purpose of this study was to examine the effects of the adoption of a manual for 
the prevention of DVT （deep venous thrombosis）, including changes in nursing care provided by 
nurses to prevent the disorder.
 　Questionnaire surveys involving 61 nurses of Hospital X （23, 18, and 20 from Wards A, B, and 
C, respectively） were conducted before and after the introduction of the manual to ask about their 
knowledge of DVT prevention and actions to implement it. Valid responses were collected from 61 
nurses （response rate: 100%）. The subjects were classified into a Ward A group that had been 
using an original DVT check list even before the survey and a Ward B/C group that had not 
adopted such a list. Statistical comparisons of data obtained before and after the introduction of the 
manual were performed between the two groups. 
　 Prior to the introduction of the reference, markedly smaller numbers of nurses in the Ward B/
C compared to Ward A group had known the DVT prevention guidelines, provided preoperative 
training, observed postoperative DVT symptoms, advised postoperative patients on DVT 
prevention, and recognized comprehensive prevention measures implemented by the ward. 
However, following the introduction of the manual, the percentage of nurses in the Ward B/C group 
who implemented or saw other staff implement these items was higher than 90%.
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